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１．概要（Summary） 

 高分子多孔膜の前駆体(高分子溶液)に添加する添加

剤が膜構造に及ぼす影響の確認を FE-SEM により行

った。さらに上記膜がろ過性能に及ぼす影響の確認を

行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 超高分解能電解放出型走査電子顕微鏡   

 (FE-SEM, SU-8000) 

【実験方法】 

 試料は弊社にて作製した高分子多孔膜であり、これを凍

結乾燥(東京理化器械, FDU-2100)、オスミウムコーティ

ング(メイワフォーシス, Neoc-STB)処理を行い、カーボン

テープで台座に固定し、FE-SEM観察を行った。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Schematic illustration of preparation of 
polymeric membrane. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 高分子多孔膜は、相分離機構による典型的な構造をと

っており、かつ添加剤種により、膜構造が変化することが

確認された。これは、添加剤が膜形成時の非溶媒と溶媒

の拡散に影響を及ぼすためであると考えられる。また、得

られた高分子多孔膜のろ過試験を行ったところ、膜構造

によりろ過性能が変化することが確認された。本検討から、

膜構造がろ過性能に及ぶ影響について有用な知見が得

られた。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 本研究は、文部科学省委託事業ナノテクノロジープラッ

トフォーム課題として物質・材料研究機構微細構造解析

プラットフォーム(NMCP)の支援を受けて実施されました。

関係各位に深く感謝いたします。 
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